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農地中間管理機構の仕組a

T疇綺鳥。
石岡活性化へ調査

県
中
小
企
業
診
断
士
協
会

（会
員
７０
人
、
川

又
昭
宏
会
長
）
は
、
石
岡
市
周
辺
を
モ
デ
ル
地

域
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街
支
援
に
向
け

た
調
査

・
研
究
に
乗
り
出
し
た
。
上
部
組
織
の

中
小
企
業
診
断
協
会
の
公
募
事
業
で
、
企
業
経

営
の
診
断

・
助
言
な
ど
を
業
務
と
す
る
中
小
企

業
診
断
士
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
脈
を
地
域
活
性
化

に
役
立
て
る
の
が
狙
い
。
石
岡
商
工
会
議
所
の

萌
え
系
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
い
し
お
か
恋
瀬
姫
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
サ
ン
バ
コ
ン
テ
ス
ト
を
目
玉

事
業
と
す
る
計
画
で
、
来
年
２
月
ま
で
に
報
告

書
を
ま
と
め
る
。

同
事
業
は
、
地
域
資
源

を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

の
発
掘
や
活
用
を
通
じ
た

地
元
企
業
や
商
店
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り

。
商
店
街
支

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
。
グ

援
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
が

ル
ー
プ
ご
と
に
、
サ
ン
バ

目
的
。
同
市
周
辺
は

「
歴

コ
ン
テ
ス
ト
▽
地
域
の
名

史
と
伝
統
を
誇
る
地
域
資

物
づ
く
り
▽
石
岡
、
小
美

源
の
宝
庫
」
（川
又
会
長
）
玉
、
か
す
み
が
う
ら
の
３

で
、
こ
れ
ま
で
も
協
会
内

市
の
広
域
連
携
＝
の
三
つ

の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
を

の
実
験
事
業
に
つ
い
て
、

中
心
に
調
査
研
究
や
提
言

調
査
研
究
を
進
め
る
。

を
行

っ
て
き
た
。　
　
　
　
　
い
し
お
か
恋
瀬
姫
は
、

８
月
の
事
業
採
択
を
受

同
会
議
所
青
年
部
が
２
０

け
、
同
協
会
は
会
員
７
人

０
９
年
に
考
案
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
、
主
に
イ
ベ

が
、
目
立

っ
た
成
果
が
な

ン
ト
や
商
品
な
ど
に
活
用

い
ま
ま
、
本
年
度
末
で
の

さ
れ
て
き
た
。

「恋
瀬
姫

打
ち
切
り
が
決
ま

っ
た
。

サ
ン
バ
」
「恋
瀬
姫
音
頭
」
　

川
又
会
長
は
、
地
域
活

の
楽
曲
や
振
り
付
け
も
制

性
化
の
火
を
消
さ
な
い
た

作
さ
れ
た
が
、
最
近
は
活

め
に
も

「国
が
力
を
入
れ

動
も
下
火
と
い
う
。
　
　
　
る
地
方
創
生
の
流
れ
に
乗

サ

ン
バ

コ
ン
テ
ス
ト

っ
て
、
実
効
性
の
あ
る
報

は
、

「恋
瀬
姫
サ
ン
バ
」

告
書
を
ま
と
め
、
民
間
か

を
音
声
合
成
ソ
フ
ト

「ボ

ら
も
う

一
度
、
活
性
化
の

―
カ
ロ
イ
ド
」
を
使

っ
て

機
運
を
巻
き
起

こ
し
た

若
者
向
け
に
ア
レ

ン
ジ

い
」
と
し
て
い
る
。

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
振
り
　
　
　
　
　
　
（松
下
倫
）

蟷

該
定
的
で
低
価
格
な
商
品
の

提
供
を
目
指
す
。

西
川
公
也
農
相
は
７
日

の
閣
議
後
の
記
者
会
見
で

企
業
の
農
業
参
入
に
関
し

「拡
大
基
調
に
あ
る
だ
ろ

う
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

農
地
中
間
管
理
機
構
と
農

一
の
外
食
企
業
で
も
提
供
す

地
の
貸
借
契
約
を
締
結
。

一る
見
通
し
だ
。

羽
生
市
で
１１
秒
の
水
田
を

一　
政
府
は
国
内
農
業
の
生

借
り
、
来
春
か
ら
埼
玉
県

一産
効
率
を
上
げ
る
た
め
、

が
開
発
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米

一経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ

「彩
の
か
が
や
き
」
を
主

一企
業
の
参
入
を
推
進
し
た

に
栽
培
す
る
。

い
考
え
。

李雪写サンバコンテ
ー
ストを計画

■ガス管別会社化

都市ガスの小売 り全面 自由化

に合わせ、経済産業省が大手 3
社を対象 にガスの導管事業の別

会社化を検討 して いるが、東京

ガスの広瀬道明社長 (63)は「 マ

付
け
や
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス

を
競
わ
。
２
月
の

「
い
し

お
か
雛
巡
り
」
な
ど
に
合

わ
せ
て
開
催
し
、
市
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
を
図
る
計
画
。

同
市
で
結
婚
式
場

「
マ

リ
ア
ー
ジ

ュ
吉
野
」
を
経

営
す
る
同
協
会
の
山
本
裕

子
副
会
長
は

「
音
頭
と
共

に
踊
り
の
輪
を
広
げ
て
い

き
、
皆
で
楽
し
み
な
が
ら

石
岡
を
全
国
に
発
信
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

同
市
は
０９
年
に
国
か
ら

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画

の
認
定
を
受
け
た

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の

日
本
郵
便
は
１０
月
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
販
の

イナス面が大 きい」 と反対の立場だ 6‐

都市ガスの導管がカバ ーしているのは国土

の約 5%で 、同様の改革が進行中の電力会社
ほど市場支配力 はないというのが主張。 自由

化後 に生 き残るためには導管延長などのイ ン

フラ投資が必要 といい、「 バラバラになると

資金調達や意思決定が難 しくなる」と訴える。

■‖頂調

日本造船工業会 の佃和夫会 長

(71)は 国内造船各社 の受注量 が

「 昨年 を上 回る勢 いで推移 して

いる」 と語 る。 円安で競争 力 が

増 した ことな どが理 由だ。世 界

的な供給過剰も解消に向かっており、「回復
に向けた足取りは順調だ」と評価する。
一 方 、景気 回復 な どで他業種 に人手 が流れ、

一―一‐一―一― ,一― ― ・ ― ,、 /__ 政 府

:晏秀堕う半年で3割増

大
手
銀
含
み
益
５
．
９
兆
円

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル

・
グ
ル
ー
プ
な
ど
大
手
銀
行

５
グ
ル
ー
プ
が
９
月
末
時
点
で

保
有
す
る
株
式
の
合
み
益
の
合

計
が
５
兆
９
■
Ｏ
Ｏ
億
円
と
な

っ
た
こ
と
が
８
日
ま
で
に
、
大

和
証
券
の
試
算
で
分
か

っ
た
。

３
月
末
の
４
兆
４
９
■
５
億
円

か
ら
約
３
割
増
え
た
と
い
う
。

安
倍
政
権
の
経
済
政
策

「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
や
円
安
に
伴
う

企
業
業
績
の
改
善

へ
の
期
待
を

背
景
に
、
株
価
が
堅
調
に
推
移

し
た
た
め
。
９
月
３０
日
の
日
経

平
均
株
価

（２
２
５
種
）
の
終

値
は
■
万
６
■
７
３
円
５２
銭

で
、
３
月
末
と
比
べ
て
約
■
割

上
昇
し
た
。

試
算
の
対
象
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
の
ほ
か
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
三
井
住
七

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト

・
ホ
ー
¨

デ
ィ
ン
グ
ス
。

株
式
含
み
益
が
拡
大
す
一

毀
饂
舗
猪
潮

に
対
応
し
、
差
し
入
れ
口


